
2006.04.24-小学校から英語を必修？　地球市民の発進力育成を(朝日新聞)

圏

中ii
嶋設守ニ
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雄お
さ
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初

年

生

ま

れ
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図
際
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文部税学相の諮問機関・中央教育審議会の外国語専門部会が、小学5年から週1 時間程度の英語を必修化する必要があるとの怨言をまとめた。 国際化時代の英語教育はいかにあるべきか。

開国か
鎖
国
か。
それ
に
近

い

激論が
起こ
る

要索が、
こ

の
問
題に
はあ
る。
小学
校
の

革議
教育
に
賛
成
の
私は、
開

国論をと
り
たい 。

Cうきょうの
I I・V 論 点

世

界

は

グ

ロ

ー

バ

ル

化し

て

い

る
。

そ

れ

を

H

自明

の

翠
ゆ

と
し
て、
文部
税堂省は
図際

共通穏と
し
て
の
芸
織
が
使え

る
日
本人の育
成を

行動計画

立

畠 主 要
長司会費
玖 く 喜
美み 喜
子 こ 請
さ 語ん 需

同時通訳者と
し
て

活蹴
後、
立
大

院
典
文化コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
研究

開判へ。「
歴史
を
かえ
た
誤
訳」
な
ど。

的

年代初
めに
冷
戦

体制が
が
ま
す
ま

す低く
なる
な
か、

を
増
や
せ
ば
図
諮
力
がつ
く
の
も、
「
身ぶ
り
手ぷ
り」
と
い

崩

れ
、

と

こ

路

軍

の

位

界

の

変

他校

は

躍

い

て

け

ぽ

り

で

い

い

か
。

問題

克

の

表送

は
、

言

葉

う

立

派

な

日

本

語

を

今

の

子

供

化
は
すさ
ま
じ
い。
今
後も
さ
の
か。
地
球
規
模の
意

思－箪
に
対
す
る
日

本社会葎の
認
た
ち
は
ほ
と
ん
ど使わ
ない。

ら
に
変
わ
るだろ
う。
そん
な
手
段と
して
の
都愈叩
を
ご
般
識や、

感性の
低下に
よ
る
点
それ
が
「
ジエ
ス
チャ
i」
宇一

なか、
一
地
球市
民」
と
し
て
人
に
必
要
な
し」
と
す
る
の
が
大
き
い。
原
因の一
つ
にテ
元に「
身ぶ
り
手ぷ
り」
を
教

の発信カをつけなりればなは 、まさに国民を馬鹿げιし
レピの俗惑
番組
の影響もあ
えることで日本諮をよみが

らぬ多くの子供たちを 、鎖た政策だ υ
教育の締法葺等
ると患っ 。

えらすこともできる。
雪

国
時代的な
状視
に閉じ
こめ
の
見地
から
も、パ
ラつきの
英語学習で培っ
た表
現カ
いは
英
語

教
育を通じて
興支

地
球
市
民
の
発
信
力
育
成
を

て
お
い
て
い
い
の
か。

広
が
り
を
文
部

一切》省
も
気に
が
皐
翠
脅な
どに
生
かさ
れ
化
を

紹介するこ
と
で
逆に
日

す
で
に
私
立
や梅
造
改革
特
か
け
て
いた。

て
い
る
千
葉
県・
成田
小の
ケ

本
文化の
すばらし
さ
を
教
え

区
内の
小学
校で
は、
蓋
窪

困
語力さえ
落
ちて
い
る
の
l
ス
もあ
る。
例
えば
「
ジェ
ら
れ
る。

一

真
剣に
教え
て
い
る。
I
T
化
に
な
ぜ

蓋京、
と
い
う意
見
ス
テャ
l（
議
官
おこ
と
い

典
文
化
教
育
を
い
うなら
中

で
世界が
問時進付し 、国境
がある。では 、
里町
時附
う蓋問 。これは知っていて
国語や斡塁間でもいいはず

の
柱に
し
て
い
る。
し
かし、

グロ
ーバ
ル
化
し
て
い
る
か
ら

小
学

校
でも
英務
教育、
と

は、
実に

単純化し
た
構図
で

は
ないか。

の
交
流
を
通
し
て、
音
声や
会

話な
どの
ス
キル
（
技能）
よ

り
、

国際コ
ミュニ
ケ
ーショ

ン
を
よ
り盃
視
す
るこ
と宇
基

本にする、
としてい
る。

ぇ、
持
論
を
展
開し、
理
解し

合

う

相

互

作

用

で

す。

「グローバル・スタンダ

ード（地球僚機）」という

言
葉
が
水
戸
黄門
の
ゆ

閉
館今

るこ
と。
それこ
そ、

小学校

と
い
う
人聞の
根っ
こ
をつ
く

る時期に、
華
客
教
え
るこ

とよ
り
大事だと
思う。

中
教審
聾言の
警
署
説ん

日
本
語
で
考
え
る
教
育
こ
そ

今度の
中教務吏冨の
醤宮
「コミュニケーション」

は、
小
学

校高学
年
で

「
教

と
簡
敢に言
う
け
れ

ど、
案一は

税」
とし
て英語を
必修作U
大変なこ
と
で

す。
そ
れは人

た
い
と
い
う
意
図が
見
え
隠
れ
間
同
士
が思
考と
論
理
を言
葉

し
て
い
る。
鍾雷同を
読
むと、

に
の
せ
て
ぶ
つ
か
り
合うと
と

小
学

校
の
英
語

教育
の
目僚
で、
相手の言
い
分を
聞
い

た

は、
A
L
T
（

外国語指導
助
上
で、
自
分の
主
張
を
相手に

手）
を
中
心と
し
た
外
国
人
と
分かっ
て
も
ら
う。
反
論に
応

のように
ま
かり通
っ
ている

が、

落語

が上手
にレゃ
べ
れ

た

ら

尊敬

さ

れ

る

与

ん

て
、

ま

っ
た
く
筋違い。今回
の

日
本

は、
大

人
で

す
ら
隣人や
見
知

らぬ
人と
の

会話が満足
に
で

き
な

い
状視
に
あ
るu
母
語で

考え
る
力、
生
き
る
力をつ
け

でも 、とれから具体的にど

う
す
る
の
か
が
見
え
て
こ
な

い
。

一

番

大

さな昨
一勉

は
、

英

語

そ
教
え
る
教員をどう
する

の
か。
A
LT
を
増
や
す
こ
と

など
を
援冒し
て
わ
る
が、
英

語

が
母語と
いう
だ
け

で

教育

なんか
で
き
ない一
さら
に、

という反論もあろう 。私自
な繁駄を繰り返している。

身、
フ
ラ
ン
ス
文
化に
ひか
れ
こ
の
立
て
直
し
こ
そ
国
家百
年

て
高
校
で
はフ
ラシ
ス
諮
を
学
の
計と
思
う。
そ
れ
に
は
早期

ぴ
、

大

学

入

訟

は

フ

ラ

ン

ス

語

教

育

の
一

環

と

し

て

の

学

習

が

で
受け
た。
そ
の
後、
中菌
研
必裂で
中学
か
ら
で
は
遅
い。

明に
打
ち
込ん
だ
の
で、
い
ま

文桝
省
が
教
育方
針
を
変え

も一
番
滑
ら
か
に
出て
く
る
の
る
度
に
現
腸
が
混
託
する、
と

は

中

国

語

だ
。

い

う

指

摘

が

あ

る
。

し

か

し
、

だ
が「
国際
共通
語」
と
な
英
語の
必
修化
は、
目
本
が
図

れば、文句
な

く英語だ
。グ
際文悩
国

家とし
て
生き
て

い

ロ
lパ
ル
化
H
米
国化
と
い
う
くた
めに
不
可
欠
な、
国
家の

側
面
はあ
る
に
して
も、

英語
あ
り
方に
か
か
わ
る
問
題
だ。

優位は
い
かん
と
も
し
難い。

過
去
の
「
帰れ」
と
は
同
列に

問題

は

中学

か

ら

大

学

ま

で

扱

え

な

い

大

き

な

歴

史

的

選

択

叩年時
習っ
て
も
大
半
が
身
に
なの
だ。
その
た
めの
条
件前理

つ
か
ない、
従
来の
蓋同
教
育
備に
は
万
全
を
期し
たい。

に
あ
る。

時時間
と
労
力の
膨
大

（
聞
き
手・
成
田
太
郎）

草山町聞
を
必
修に
す
るこ
と
で
有

形無
形
の
圧
力
が手
ど
も
に
か

か
る
こ
と、
英

語優先主義の

誤っ
た
刷
り
込
みの
可
能
性
暗

議できないこ
事私
選

倶
ずる。
そ
れ
よ
り
は、

国穏

教師と

協

働

で

「

と

と

ほ

（

コ

ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン）
」
の
教

育
が
で

き
な
い

か。

グローバ
ル
化
と
い

う
け
れ

ど
、

今

日
、

人

々

が国境

を

越

えて
自
由に
勤
き阿
る
こ
と
に

よっ
て、世
界は多
文
化主
義

に
なっ
て
い
る。
グロ
ーバ
ル

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
自分
た

ちの
文

化

や言語を守ろう、

と
し
て
い
る
人々
も
た
くさ
ん

い
る。

名品開で
あ
る
か
ら
こ
そ

世
界な
の
であ
り、
ど
こ
に
行

っても同じ
よ
うに
なっ
た

ら、
海
外

協同窓ん
て
面
白
く

も何
と
も
ない
。

「国際人」
と
は何か。
そ

れ

は

「

肉

こ

う
＝
一

軒

両

隣
」

と

言う
ように、お警え
との

おつ
き
あ
い
か
ら
始ま
る。
例

え
ば
小
学校
のあ
る
地
域
に住

む
ブ
ラ
ジル
人
や
中東
か
ら
の

人た
ち
£
接
し
て、
空間
繋
や文

化
の
速い、

榊品川野の
多
様
さ
を

体験
す
る
。

そ
うし
たことこ

そ
大
事なこ
と
で、
英
語
は
中

学から
で

も十分
できる。

（
聞
き
手・
都
丸
修一）


